
縫製に関する用語について 

 

１ 縫い方の基本について（代表的なもの） 

（１） 並縫い                 

手縫いの中では最も基本となる

縫い方で運針とも言う。2 枚の布

を中表に合わせて縫い合わせる時

に用いる。 

1針が 0.3～0.4cmで両面が同じ

針目の間隔になるように縫う。 

縫い終わったら 2,3 回糸をしご

き、布にしわがよらないようにす

る。 

 

（２） ぐし縫い                 

針先だけを動かして、しつけ糸

でごく細かい針目 0.1～0.2cm で

縫う方法。 

袖山やタイトスカートのウエス

トラインを縫い縮める（いせる）

ときなど、布の立体化に用いる。 

また、異なる寸法のところを縫

い合わせるときなどにも用いる。 

縫い縮めた部分（いせ）がにげ

ないように平行に 2本縫い（0.5cm

の間隔）、糸を一緒に引いて縫い縮

める（いせ）分量を調整し、アイ

ロンで整えて立体的にふくらみを

つける。 

 



（３） 半返し縫い 

縫目の補強や縫い始め、縫い止

まりの糸がほつれないようにする

ために用いる。 

縫い進みながら 1 針戻って、2

針先に針を出す。 

きつくなったりゆるくなったり

すると後から修正するのが難しい

ため、糸を引っ張る強さに注意す

る。 

少し伸びる素材の布地に向いて

いる。 

 

（４） 本返し縫い 

縫目の補強や縫い始め、縫い止

まりの糸がほつれないようにする

ために用いる。 

縫い進みながら１針戻ったとこ

ろに針をさし、1針先に針を出す。 

きつくなったりゆるくなったり

すると後から修正するのが難しい

ため、糸を引っ張る強さに注意す

る。 

半返し縫いよりも頑丈に縫える。 

 

（５） かがり縫い              

布がざっくり織られてほつれや

すく、ロックミシンが効果的にか

けられない場合（滑脱する場合）

に、縫い代の端を手でかがって始



末する方法。 

ややほつれやすい布には、先に

縫い代の布端 0.3～0.4cm のとこ

ろにミシンをかける（捨てミシン）。 

次にミシンの糸も一緒にすくう

ようにして 0.8～1cm 間隔で 1 針

ずつ針を抜き、糸がつれないよう

に斜めにかがる。 

 

（６） ブランケットステッチ 

フェルト素材などアップリケの

縁飾りのステッチで厚手の布やほ

つれてきやすい布、縫い代が何枚

もかさばりロックミシンがかけに

くい場合などの縫い代の始末に用

いる。 

縫い代の裁ち端 0.5cm に針を布

端に向けて刺し、糸を針先の下に

からめ引っ張りすぎないように注

意して針をぬき、0.7cm 前後の間

隔で繰返す。 

 

（７） まつり縫い 

裾や袖口などの折り代を始末す

る方法で、表面に針目を目立たせ

たくない場合に用いる止め方。柔

らかい布地や裏地に動きを持たせ

て止めつけたい時に用いる。 

表布にごく小針（織り糸 1,2本）

ですくう方法。厚地の場合は、布



の厚み半分をすくう。 

上布の端 0.1～0.2cm のところ

に針を出し、間隔は 0.5～0.7cmで

まつり糸を斜めに進め、下布を水

平に 1針（0.1cm）すくう。 

糸を引き気味にすると表面の仕

上がりがつっぱるので注意する。

ひと針ずつ針を抜かず、一気に針

を抜いてもよい。 

 

（８） 奥まつり  

折り代の布端がほつれないよ

うにロックミシンなどで始末を

して出来上がり線で折り上げ、

1cm 下をしつけで押さえ、折り代

をめくって 0.5cm奥側のところを

まつり縫い（流しまつり）と同様

にまつる。 

まつった糸は裏面からは見え

ない仕上がりになる。 

 

（９） 千鳥がけ 

毛織物など折り代の布端を裁ち

目のまま止めつけるのに用いる方

法で、柔らかい仕上がりになる。 

先に布端 1cm のところにしつけ

をかける。糸を斜めに交差させ、

0.5～1cm の間隔で上下を交互に、

左から右へ返し縫いの要領で縫う。 

上は表布を、下は折り代のみ



0.1cm すくい、表面には小さな針

目が 1つ出る。 

より丈夫に止める方法で針目の

間隔を狭くして、左から右へ上下

とも表まですくう立ち千鳥がけも

ある。 

ずれやすい生地や厚手の生地の

裾上げなどにも用いられる。 

 

 

２ 工程の中で表記されている作業方法について（一例） 

（１） ボタン付け 

    ボタンつけ糸は、表地やボタンの

つく位置の厚み、ボタンの重さなど

を考えて決める。特にメタルボタン

は重いため、糸が切れやすく、丈夫

なつけ方にする。普通は穴かがり糸

が適当であるが、ボタンつけ専用の

糸もある。 

表面で結び玉を作り、表布をすく

う。ボタンの穴に通して裏面に針を

出し、ほぼ同じ位置で表面に針を出

して、上前厚み分よりやや多めに隙

間を取りながら布とボタン穴に 2,3

回糸を通す。 

ボタン下を上から下へ上前の厚

み分巻きつける。巻いた糸がゆるま

ないように止めて裏面に針を出し、

表面、裏面と 2,3回刺し通す。 

ボタンをつけた終わりの糸に玉



結びを作る。玉結びを布の間に引き

こみ、糸を切る。 

ジャケットやコートなどのよう

にボタンが大きくて、布地に負担が

かかる場合は、裏側に小さな力ボタ

ンをつけて丈夫にする。 

 

（２） スナップ付け 

ボタンあきより簡単にとめはず

しができる。飾りボタンを使ったデ

ザインやファスナーのつけられな

い柔らかい布、レースなどのあきに

用いる。上前のつけ位置に凸形を、

下前に凹形をつける。 

スナップのつけ位置の端を１針

すくう。上前は表に出ないように、

裏側の布（見返し）1枚をすくう。 

スナップの 1つの穴の大きさに合

わせて数回縫い付ける。最後は玉ど

めをし、スナップと布の間に糸を引

き込んで切る。 

下前は布を 2枚ともすくい、上前

の場合と同じようにつける。 

スナップをしっかりつけたい場合

は、穴に通した針先の下に糸をかけ

て針を抜き、糸を引き締め結び目を

つける方法もある。高級な仕立てと

して、スナップを目立たせないよう

に、表布と同色の裏布でスナップを

包んでつける方法もある。 



 

（３） ホック付け 

ホックはかぎ形になった留め具

で、スカートやパンツのベルトに

は板金製の丈夫なホックを、ワン

ピースドレスのファスナーの上端

や突合せになった衿もとや前あき

には、針金製のホックを使用する。 

色はシルバー、黒、紺などがあ

るので、布地の色に合わせて目立

たせないものを選ぶとよい。布地

の色に合わせた穴かがり糸を用い

る。 

ベルトにつける場合は持ち出し

の無い側にかぎ形をつける。 

ホックの所定の位置に、待ち針

をホック穴に刺して固定する。 

布地をすくいながら（数回はベ

ルト芯まですくう）針をかぎホッ

クの穴にくぐらせる。 

糸の輪を下から針先ですくい、

糸を通す。糸を引き、輪を引き締

める。 

間隔をあけずに放射状に糸足

をそろえ、縫い終わりは玉どめを

する。玉どめは見えないように布

地に引き込んでから糸を切る。残

りの穴も同じ手順でかがる。 
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